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平成19年度「新型インフルエンザ患者移送合同訓練」について 

 

１．趣 旨 

   奈良市の健康危機管理における感染症対策の一環として、「指定感染症疑似

症患者」が発生した場合を想定し、移送訓練を総合的に実施することにより、

患者発生時における奈良市危機管理監・危機管理課、保健所、消防局、医療機

関等が総合的に迅速かつ的確に対応できる体制を構築することを目的とする。 
 

２．主 催    奈良市 
 

３．開催日時    平成２０年 １月２９日（火） １３：３０～１６：００ 
 

４．実施場所   県立奈良病院会場 

        南消防署会場 

奈良市保健所会場  
 

５．対象者     奈良市職員・県立奈良病院職員 
 

６．内 容 

① 新型インフルエンザが流行している海外からの帰国者からの発生事例。 
   事例は３名で県立奈良病院受診し、インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）疑似症と

診断。 

② 県立奈良病院から保健所に連絡が入り、保健所は、直ちに市危機管理監・
危機管理課、県健康増進課、保健環境研究センター、市医師会等の関係機

関に連絡するとともに、総務班、疫学調査班、患者移送班、消毒班等の人

員の確保、移送車の出動準備等の初動体制をとる。 

③ 保健所と移送訓練協力員（消防局）は、県立奈良病院から奈良県立医科大
学感染症センター（訓練は南消防署まで）に患者の移送を実施する。 

④ 移送された患者は、同センターにおいて、専門医療を受ける（紙上訓練） 
 

（訓練内容） 

①  県立奈良病院での受診、患者、同行者への疫学調査 
② 県立奈良病院から医大病院（南消防署）へ患者の移送 
③  移送後の移送車の消毒、防護服の処分 
④  市危機管理監・危機管理課、保健所、消防局、医療機関の連携体制 


